
運 用 指 針

第２条①－イ 地権者、関係機関などへの提案および協議

会社の経営努力による費用の縮減内容について

関係機関との協議による機能復旧道路の計画見直し
（跨高速道路橋を取付道路に見直し）
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新東名高速道路（長泉沼津ＩＣ～引佐ＪＣＴ） 位置図

新東名高速道路（長泉沼津ＩＣ～引佐ＪＣＴ）の路線概要
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・東西の基幹交通を担う大動脈である東名高速道路の代替機能を有する重要路線です。

・東名高速道路の抜本的サービス改善・ダブルネット化による信頼性の向上・日本の大動脈として三大都市圏の連携強化
などの効果が期待されています。

育種場



●機能復旧道路の当初計画
・ 県の運営する育種場が新東名高速道路により南北に分断。

・ 平成１５年から県と協議し、育種場及び敷地内の林野道について南北に分断されることから、機能復旧のため、

既存交差位置に車両通行が可能な跨高速道路橋（橋長79.5m）の整備を平成１７年８月に決定。

機能復旧道路計画の見直しの経緯【当初計画】
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跨高速道路橋一般図

至引佐ＪＣＴ

林野道進入経路
（車両通行可）

位置図

跨高速道路橋予定箇所

至長泉沼津

国道362号BP

H15.3供用

育種場

行き止り

※育種場は、全域で杉、ヒノキ、松を生産

３６２号ＢＰと育種場を結ぶ道路は急勾配
の里道であり、管理用車両が通行不可能
であるため利用されていない。
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機能復旧道路計画の見直しの検討

更なるコスト縮減を図るため、跨高速道路橋を再検討

○育種場が南北に完全に分断される

○育種場面積が更に約4,000ｍ2減少する

○路面管理面積が増加する

当該箇所において、機能復旧道路計画の見直し

課題

・ 育種場南側を通過する国道３６２号ＢＰからの機能復旧道路を検討

・ 地形図による概略検討や現地の育種場の立ち入り調査を実施し、育種場

南側の取付可能な道路候補地を選定

・ 跨高速道路橋建設予定地近くの谷地形を利用して、国道３６２号ＢＰから

約３００ｍの切土・盛土構造による車両走行が可能な取付道路を建設する

ことが可能と判断

国道362号BP

新たな取付道路
326ｍ

跨高速道路橋
（当初計画）

既存道路

県の同意が
必要
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県に対して機能復旧道路計画を見直しについて協議

平成１６年１１月 工事発注

平成１８年 ３月 国道３６２号ＢＰ延伸工事と事業調整

平成１８年 ５月 谷部を利用した取付道路を提案

地形図を用いて取付道路の概略検討を開始

平成１８年 ５月 谷部を利用した概略検討結果の提案

縦断勾配、幅員、延長、工程計画を提示し同意を得る

平成１８年 ６月 測量、詳細設計、工事実施

～１０月

協議の結果、県の同意を得られ、当初計画と比較してもコスト縮減が図られる見込み。

機能復旧道路計画を見直す取組み

【取組内容①】県の同意を得るために協議を実施

取付道路の見直し（平成１９年３月撮影建設中））

当初計画の跨高
速道路橋位置

変更後の取付道路

取付道路（国道３６２号ＢＰ取付部）取付道路（中間部）

機能復旧道路計画の見直し（跨高速道路橋を取付道路に見直し）することによる工事費の縮減



運用指針第２条第１項第１号イに該当

地方自治体と協議を行い、同意を得て、機能復旧道路の計画を見直し（跨高速道路橋を取

付道路に見直し）たことは、会社の主体的な提案および協議によるものである。

機能復旧道路計画の見直し（跨高速道路橋を取付道路に見直し）
することによる工事費の縮減

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減（適正な
質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。

① 次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。
イ．地権者、関係機関などへの提案および協議
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経営努力要件適合性について

≪申請された会社の経営努力≫


